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　「
日
本
建
築
」
の
祖

　
　
　
　
辰
野
金
吾
（
前
編
）

　

昨
年
（
平
成
二
十
四
年
）
十
月
、
約
五
年
を
か
け

て
進
め
ら
れ
て
き
た
東
京
駅
の
保
存
・
復
元
工
事
が

完
了
し
た
。
戦
災
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
た
壮

麗
な
ド
ー
ム
屋
根
や
三
階
部
分
が
復
元
さ
れ
、
建
設

当
時
の
「
赤
レ
ン
ガ
」
の
駅
舎
が
よ
み
が
え
っ
た
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
こ
の
東
京
駅
の
設
計

を
手
が
け
た
人
物
が
、
当
時
の
日
本
建
築
界
の
重
鎮

で
あ
っ
た
辰
野
金
吾
で
あ
る
。
辰
野
金
吾
の
墓
所
は

常
円
寺
に
あ
り
、
今
も
そ
の
事
蹟
を
讃
え
つ
つ
墓
参

す
る
参
拝
者
が
多
い
。

　

◆
佐
賀
か
ら
東
京
へ

　

辰
野
金
吾
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
二
十

二
日
、
佐
賀
唐
津
藩
の
下
級
武
士
で
あ
る
姫ひ
め
ま
つ松

家
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
叔
父
で
あ
る
辰

野
家
へ
と
養
子
縁
組
さ
れ
た
。
唐
津
藩
に
は
十
二
の

等
級
が
あ
っ
た
が
、
姫
松
家
も
辰
野
家
も
下
か
ら
二

つ
目
の
等
級
で
、
生
活
は
決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
金
吾
は
唐

津
藩
が
開
い
た
英
語
学
校
「
耐
恒
寮
」
に
入
校
す
る
。

こ
の
時
、
東
太
郎
と
い
う
教
師
が
招
か
れ
た
が
、
こ

の
東
太
郎
と
は
後
の
総
理
大
臣
高
橋
是
清
で
あ
る
。

廃
藩
置
県
に
よ
り
学
校
は
廃
校
と
な
り
、
東
太
郎
は

東
京
へ
戻
る
が
、
東
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
金

吾
を
は
じ
め
多
く
の
教
え
子
が
上
京
し
た
。
上
京
後
、

金
吾
は
唐
津
藩
出
身
で
私
塾
を
開
い
て
い
た
山
口
文

次
郎
の
下
に
身
を
寄
せ
て
学
び
、
明
治
六
年
（
一
八

七
三
）、
工
学
寮
（
今
の
東
京
大
学
工
学
部
）
の
官

費
生
（
寮
に
入
り
、
国
か
ら
衣
服
や
食
事
が
支
給
さ

れ
た
）
と
な
っ
た
。
工
学
寮
へ
の
入
学
の
際
の
金
吾

の
成
績
は
十
人
中
最
下
位
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
卒

業
時
に
は
首
席

と
な
っ
た
と
い

う
。
金
吾
は
工

学
寮
で
、
後
に

と
も
に
日
本
の

建
築
界
を
リ
ー

ド
す
る
、
同
郷

の
曾
禰
達
蔵
ら

と
と
も
に
「
造

家
」（
建
築
）

学
科
を
専
攻
す

る
。
同
学
科
で

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド

ル
（
一
八
五
二
～
一
九
二
〇
）
の
教
え
を
受
け
た
。

明
治
初
頭
、
日
本
政
府
は
近
代
化
に
必
要
な
都
市
を

築
く
た
め
、
西
洋
建
築
の
技
術
を
得
よ
う
と
し
、
い

わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
し
て
、
コ
ン
ド
ル
は

招
か
れ
て
い
た
。
コ
ン
ド
ル
は
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
や
鹿

鳴
館
な
ど
多
く
の
設
計
を
手
掛
け
る
と
と
も
に
、
日

本
人
建
築
家
の
育
成
に
努
め
、「
日
本
建
築
界
の
父
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
辰
野
金
吾
は
そ
の
教
え
子
の

第
一
期
生
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

　

◆
海
外
留
学
か
ら
日
本
銀
行
建
築
へ

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
金
吾
は
学
科
一
番

の
特
権
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
海
外
留
学
す
る
。
の

ち
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
を
巡
り
、
三
年
間
の
留
学

に
よ
っ
て
建
築
家
と
し
て
の
土
台
を
築
い
た
。
帰
国

後
は
師
コ
ン
ド
ル
の
後
を
継
い
で
、
三
十
歳
で
工
部

大
学
校
（
工
学
寮
か
ら
改
称
）
の
最
初
の
日
本
人
教

授
と
な
り
、
一
時
職
を
辞
す
る
も
の
の
、
明
治
十
九

年
（
一
八
八
六
）
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
の
職
に

就
く
。

　

こ
う
し

て
金
吾
は
、

西
洋
で
学

ん
だ
経
験

と
技
術
を

も
っ
て
大

学
の
職
に

就
き
、
多

く
の
人
材

を
育
て
る

任
に
あ
た

っ
た
。
そ

の
中
で
手
掛
け
た
金
吾
の
第
一
の
代
表
的
な
建
物
が
、

今
も
残
る
日
本
銀
行
本
店
で
あ
る
。
こ
の
日
本
銀
行

本
店
は
、
初
め
て
日
本
人
の
建
築
家
が
設
計
す
る
と

い
う
記
念
す
べ
き
国
家
的
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

っ
た
。
本
店
の
建
物
は
、す
で
に
明
治
十
三
年
に
、金

吾
の
師
コ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
た
が
、
明

治
政
府
は
新
た
に
西
洋
の
国
々
に
負
け
な
い
中
央
銀

行
を
、
日
本
人
の
手
で
造
る
方
針
を
立
て
た
。
こ
の

日
本
最
初
の
西
洋
建
築
の
大
工
事
の
設
計
監
理
に
当

た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
工
事
に
あ
た
り
、
金
吾
は
欧
米
の
有
名
銀
行

を
見
て
回
り
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス

な
ど
の
国
立
銀
行
を
参
考
に
し
て
、
重
厚
で
安
定
感

の
あ
る
ス
タ
イ
ル
を
選
ん
だ
。 

ま
た
、
そ
の
構
造

に
お
い
て
は
耐
震
構
造
を
最
も
重
視
し
、
強
固
な
基

礎
を
築
い
た
。
建
物
は
八
年
の
歳
月
を
か
け
て
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
完
成
す
る
が
、
そ
の
姿

を
評
し
て
、「
ま
る
で
相
撲
取
り
が
仕
切
り
を
し
て

い
る
よ
う
だ
」
と
い
わ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
堅
固

な
建
物
に
は
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
日
本
の
近
代

国
家
の
安
定
へ
の
志
向
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

◆
「
日
本
建
築
」
の
模
索                            

　

と
こ
ろ
で
、
金
吾
は
ロ
ン
ド
ン
留
学
の
際
に
「
日

本
の
建
築
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
か
」
と
聞

か
れ
て
何
も
答
え
ら
れ
ず
、
自
国
の
建
築
史
研
究
の

必
要
を
感
じ
た
と
い
う
。

　

明
治
十
九
年
、
金
吾
は
「
造
家
学
会
」（
後
の
日

本
建
築
学
会
）の
設
立
を
果
た
し
た
。
一
般
的
に「
学

会
」
と
い
え
ば
、
大
学
な
ど
の
職
に
就
く
い
わ
ゆ
る

研
究
者
を
主
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
金
吾
は
そ
う
し
た
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、

施
工
業
者
、
建
築
家
な
ど
も
取
り
込
ん
だ
。
金
吾
は

そ
う
し
た
我
が
国
独
自
の
学
会
を
構
想
し
、
実
現
し

た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
日
本
に
お
い
て
建
築
と
は
、
ま
ず
近
代
化

の
た
め
に
西
洋
か
ら
学
ぶ
べ
き
技
術
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
そ
の
多
く
は
西
洋
建
築
を
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
金
吾
は
日
本
独
自
の
建

築
と
い
う
分
野
を
確
立
す
べ
く
模
索
し
て
い
た
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

連
　
載

第
43
回

周囲の人は重厚な日本銀行の建物を評して
金吾自身を「辰野堅固」と綽名した。




